
令和３年度岡山県食品衛生監視指導計画に基づく 

監視指導結果（概要）について         

 

食品衛生法第２４条の規定により策定した「令和３年度岡山県食品衛生監視指導計画」

に基づき実施した監視指導結果は、次のとおりです。 

なお、新型コロナウイルス感染症患者の増加や緊急事態宣言の発令に伴い、一部の事業

を中止又は規模を縮小して行ったため、監視指導件数等は例年と比べて減少しました。 

また、この計画は、県、岡山市及び倉敷市がそれぞれに定めることとされており、当結

果は県の取組のみで、岡山市及び倉敷市の取組は含まれておりません。 

 

１ 監視指導 

（１）監視指導実施結果 

     飲食店、食品製造施設、学校給食施設等を対象に施設・設備の衛生管理、食品の衛

生的な取扱い等の指導を実施した。 

 

対象施設数 監視目標数 監視指導数 目標達成率（％） 

16,020 9,024 6,702 74 

                                                            

（２）食中毒の防止対策 

腸管出血性大腸菌、カンピロバクターによる食中毒の対策を重点的に実施し、飲食

店等に対し牛レバー、豚肉、豚レバー等の生食用としての販売・提供禁止の徹底、鶏

肉等の生食用として提供する行為の自粛及び食肉や野菜等の取扱いや加熱調理時の十

分な加熱を指導した。 

また、ノロウイルス食中毒の対策として大型飲食店等を対象に、食品の取扱い、調

理従事者の健康管理等について重点的に指導した。 

 

２ 収去検査注１結果 

食品工場（製造・調理業）、量販店（販売業）等及び目的別に収去検査を実施した。

このうち、規格基準等がある 694 検体のうち不適数は 0 検体であった。 

 

検査区分 
収去 

検体数 

理化学検査 微生物検査 計 

項目別 

検査数 
不適数 

項目別 

検査数 
不適数 

項目別 

検査数 
不適数 

規格基準等 694 38,005 0 505 0 38,510 0 

その他 739 223  3,739  3,962  

計 1,433 38,228  4,244  42,472  

注１：収去検査とは、食品衛生法に基づき、販売の用に供する食品等を無償で譲

り受け、添加物や残留農薬の量、細菌の数等を検査すること。 

 

 



３ と畜場に関する対策 

と畜場で処理された牛や豚等は、と畜場法に基づき食用に適するか否かをと畜検査員

が１頭ずつ詳細に検査し、食肉の安全の確保を図った。 

 

   と畜検査数 

 

  

  

獣畜区分 検査頭数 全部廃棄頭数 一部廃棄頭数 

牛 3,394 178 2,333 

豚   460   0   453 

 

４ ＨＡＣＣＰ注２に沿った衛生管理の定着 

ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理を定着させるため、食品等事業者を対象に、研修会（開

催回数 51 回、参加者数 2,330 人）を実施した。 

また、県民等に対し、ＨＡＣＣＰの理解促進を目的に、デジタル漫画「やっててよか

った！～感動！店長ヒロコさんの奮闘物語～」を作成し、ホームページ等で広く周知を

行った。    

注２：ＨＡＣＣＰとは、原料の生産から製品に至るまでの各工程において起こりうる

危害を分析し、特に重要な工程の管理状況を連続的又は相当の頻度で確認する

ことにより、その製造施設から出荷されるすべての製品の安全を確保する方法。 

 

５ リスクコミュニケーションの充実 

食品の摂取によって人の健康に悪影響が起きるリスク（危険性）について正しい理解

を広めるため講習会の開催等により情報提供を行うとともに、食の安全・安心に係る意

見交換会を実施した。 

 

衛生講習会等を活用した意見交換会 

開催回数 ５回、参加者数 134 名 


